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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

複数枚の小パネル（１０ａ～１０ｋ）を上下又は左右の一方向に組み合わせて構成する標

識用パネルであって、各パネルは表面側パネル（１０１）と裏面側パネル（１０２）を有

し、

　前記小パネルは上下又は左右端部に設けた上下一対の接続部（１２，１３）を有する複

数枚の小パネル（１０ａ～１０ｊ）と、前記上下一対の接続部に加えてさらに長手方向に

伸びる断面Ｃ字型の溝（１６）を有する少なくとも２枚の小パネル（１０ｋ）を使用し、

　前記上側接続部（１２）は、前記表面側パネル（１０１）から数えて、第１突起（１２

１）、第２突起（１２２）、第３突起（１２３）の３つの突起が立ち上がっており、

前記第１突起（１２１）は前記表面側パネル（１０１）の延長であり、先端部において内

側に湾曲している第１湾曲部（１２４）及び内側に伸びる爪部（１２５）を有し、

前記第２突起（１２２）は、前記表面側パネル（１０１）と前記裏面側パネル（１０２）

に接続した２本の脚部（１２６，１２７）を有し、全体の断面形状は漢字の「人」のよう

であり、この漢字の第１画に当たる曲線がこの第２突起（１２２）を形成しており、

前記第３突起（１２３）は前記裏面側パネル（１０２）の延長であり、先端部において内

側に湾曲した第２湾曲部（１２８）を有しており、前記第２突起（１２２）と前記第２湾

曲部（１２８）の間で深い第１溝（１２９）を形成しており、

　前記下側接続部（１３）は、前記表面側パネル（１０１）から数えて、第４突起（１３

１）、第５突起（１３２）、第６突起（１３３）、第７突起（１３４）の４つの突起が立
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ち 上 が っ て お り 、

前 記 第 ４ 突 起 （ １ ３ １ ） は 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） の 末 端 に あ る 小 さ な 突 起 で あ り 、

前 記 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ）

の 間 を 連 結 す る 底 面 （ １ ３ ５ ） か ら ほ ぼ 垂 直 に 突 出 し て お り 、

前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） は 、 前 記 底 面 （ １ ３ ５ ） か ら 湾 曲 し な が ら 突 出 し 、 途 中 に 前 記 第

７ 突 起 側 に 向 い た 爪 部 （ １ ３ ６ ） を 有 し て お り 、

前 記 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） は 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） の 末 端 に あ る 小 さ な 突 起 で あ り 、

先 端 は 平 坦 面 （ １ ３ ７ ） と な っ て お り 、

前 記 第 ４ 突 起 （ １ ３ １ ） と 前 記 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） の 間 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） と 前 記

第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） の 間 に そ れ ぞ れ 第 ２ 溝 （ １ ３ ８ ） 、 第 ３ 溝 （ １ ３ ９ ） が 形 成 さ れ て お

り 、

　 前 記 上 側 接 続 部 （ １ ２ ） と 前 記 下 側 接 続 部 （ １ ３ ） を 接 続 す る と き 、 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （

１ ２ ８ ） を 前 記 第 ３ 溝 （ １ ３ ９ ） に 差 し 込 み 、 前 記 第 ３ 突 起 （ １ ３ ４ ） と 前 記 第 ２ 湾 曲 部

（ １ ２ ８ ） を 接 触 さ せ 、 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 前 記 爪 部 （ １ ３ ６ ） と 接 触 さ せ 、 こ

こ を 支 点 と し て 小 パ ネ ル を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） を 前 記 第 １ 溝

（ １ ２ ９ ） に 入 れ 、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ３ ２ ） を 前 記 爪 部 （ １ ２ ５ ） と 接 触 さ せ 、 最 終 的 に

、 前 記 第 ２ 溝 （ １ ３ ８ ） に 前 記 第 １ 湾 曲 部 （ １ ２ ４ ） を 入 れ る こ と に よ り 、 前 記 突 起 部 （

１ ２ １ ～ １ ２ ８ ， １ ３ １ ～ １ ３ ７ ） 及 び 前 記 溝 部 （ １ ２ ９ ， １ ３ ８ ， １ ３ ９ ） を 嵌 合 さ せ

て 前 記 各 小 パ ネ ル 同 士 を 連 結 さ せ 、

さ ら に 、 全 体 の パ ネ ル （ １ ０ ０ ） の 裏 面 に お い て 、 補 強 部 材 （ １ １ １ ） で 補 強 す る と 共 に

、

前 記 補 強 部 材 （ １ １ １ ） の 下 部 （ １ １ １ ａ ） と 全 体 パ ネ ル （ １ ０ ０ ） と を ボ ル ト 孔 付 き の

押 さ え 金 具 （ １ ７ ） で 押 さ え 、 前 記 ボ ル ト 孔 に ボ ル ト （ １ ８ ） を 挿 通 さ せ 、 前 記 小 パ ネ ル

（ １ ０ ｋ ） の 前 記 Ｃ 字 型 溝 （ １ ６ ） の 上 壁 （ １ ６ ａ ） と 補 強 部 材 （ １ １ １ ） を 前 記 ボ ル ト

（ １ ８ ） に よ り 締 め 付 け る

こ と を 特 徴 と す る 標 識 用 パ ネ ル （ １ ０ ） 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 全 体 パ ネ ル （ １ ０ ） を 外 枠 （ １ ４ ） で 囲 ん だ 請 求 項 １ 記 載 の 標 識 用 パ ネ ル 。

【 請 求 項 ３ 】

複 数 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ａ ～ １ ０ ｋ ） を 上 下 又 は 左 右 の 一 方 向 に 組 み 合 わ せ て 構 成 す る 標

識 用 パ ネ ル の 組 立 方 法 で あ っ て 、

上 下 又 は 左 右 端 部 に 設 け た 一 対 の 接 続 部 （ １ ２ ， １ ３ ） を 有 す る 複 数 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０

ａ ～ １ ０ ｊ ） と 、 前 記 一 対 の 接 続 部 に 加 え て さ ら に 長 手 方 向 に 伸 び る 断 面 Ｃ 字 型 の 溝 （ １

６ ） を 有 す る 少 な く と も ２ 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ｋ ） 各 パ ネ ル は 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と

裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） を 有 し 、

　 前 記 小 パ ネ ル は 上 下 又 は 左 右 端 部 に 設 け た 上 下 一 対 の 接 続 部 （ １ ２ ， １ ３ ） を 有 す る 複

数 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ａ ～ １ ０ ｊ ） と 、 前 記 上 下 一 対 の 接 続 部 に 加 え て さ ら に 長 手 方 向 に

伸 び る 断 面 Ｃ 字 型 の 溝 （ １ ６ ） を 有 す る 少 な く と も ２ 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ｋ ） を 使 用 し 、

　 前 記 上 側 接 続 部 （ １ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） か ら 数 え て 、 第 １ 突 起 （ １ ２

１ ） 、 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） 、 第 ３ 突 起 （ １ ２ ３ ） の ３ つ の 突 起 が 立 ち 上 が っ て お り 、

前 記 第 １ 突 起 （ １ ２ １ ） は 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） の 延 長 で あ り 、 先 端 部 に お い て 内

側 に 湾 曲 し て い る 第 １ 湾 曲 部 （ １ ２ ４ ） 及 び 内 側 に 伸 び る 爪 部 （ １ ２ ５ ） を 有 し 、

前 記 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ）

に 接 続 し た ２ 本 の 脚 部 （ １ ２ ６ ， １ ２ ７ ） を 有 し 、 全 体 の 断 面 形 状 は 漢 字 の 「 人 」 の よ う

で あ り 、 こ の 漢 字 の 第 １ 画 に 当 た る 曲 線 が こ の 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） を 形 成 し て お り 、

前 記 第 ３ 突 起 （ １ ２ ３ ） は 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） の 延 長 で あ り 、 先 端 部 に お い て 内

側 に 湾 曲 し た 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） と 前 記 第 ２ 湾

曲 部 （ １ ２ ８ ） の 間 で 深 い 第 １ 溝 （ １ ２ ９ ） を 形 成 し て お り 、

　 前 記 下 側 接 続 部 （ １ ３ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） か ら 数 え て 、 第 ４ 突 起 （ １ ３

１ ） 、 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） 、 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） 、 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） の ４ つ の 突 起 が 立
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ち 上 が っ て お り 、

前 記 第 ４ 突 起 （ １ ３ １ ） は 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） の 末 端 に あ る 小 さ な 突 起 で あ り 、

前 記 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ）

の 間 を 連 結 す る 底 面 （ １ ３ ５ ） か ら ほ ぼ 垂 直 に 突 出 し て お り 、

前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） は 、 前 記 底 面 （ １ ３ ５ ） か ら 湾 曲 し な が ら 突 出 し 、 途 中 に 前 記 第

７ 突 起 側 に 向 い た 爪 部 （ １ ３ ６ ） を 有 し て お り 、

前 記 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） は 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） の 末 端 に あ る 小 さ な 突 起 で あ り 、

先 端 は 平 坦 面 （ １ ３ ７ ） と な っ て お り 、

前 記 第 ４ 突 起 （ １ ３ １ ） と 前 記 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） の 間 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） と 前 記

第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） の 間 に そ れ ぞ れ 第 ２ 溝 （ １ ３ ８ ） 、 第 ３ 溝 （ １ ３ ９ ） が 形 成 さ れ て い

る も の を 用 意 す る 工 程 と 、

　 前 記 上 側 接 続 部 （ １ ２ ） と 前 記 下 側 接 続 部 （ １ ３ ） を 接 続 す る と き 、 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （

１ ２ ８ ） を 前 記 第 ３ 溝 （ １ ３ ９ ） に 差 し 込 み 、 前 記 第 ３ 突 起 （ １ ３ ４ ） と 前 記 第 ２ 湾 曲 部

（ １ ２ ８ ） を 接 触 さ せ 、 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 前 記 爪 部 （ １ ３ ６ ） と 接 触 さ せ 、 こ

こ を 支 点 と し て 小 パ ネ ル を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） を 前 記 第 １ 溝

（ １ ２ ９ ） に 入 れ 、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ３ ２ ） を 前 記 爪 部 （ １ ２ ５ ） と 接 触 さ せ 、 最 終 的 に

、 前 記 第 ２ 溝 （ １ ３ ８ ） に 前 記 第 １ 湾 曲 部 （ １ ２ ４ ） を 入 れ る こ と に よ り 、 前 記 突 起 部 （

１ ２ １ ～ １ ２ ８ ， １ ３ １ ～ １ ３ ７ ） 及 び 前 記 溝 部 （ １ ２ ９ ， １ ３ ８ ， １ ３ ９ ） を 嵌 合 さ せ

て 前 記 各 小 パ ネ ル 同 士 を 連 結 さ せ る 工 程 と 、

こ の 全 体 パ ネ ル （ １ ０ ０ ） の 裏 面 か ら 補 強 材 （ １ １ １ ） で 補 強 す る 工 程 を 有 し 、

前 記 補 強 材 （ １ １ １ ） で 補 強 す る 工 程 に お い て 、 補 強 部 材 （ １ １ １ ） の 下 部 （ １ １ １ ａ ）

と 全 体 パ ネ ル （ １ ０ ０ ） と を ボ ル ト 孔 付 き 押 さ え 金 具 （ １ ７ ） で 押 さ え 、 前 記 ボ ル ト 孔 に

ボ ル ト （ １ ８ ） を 挿 通 さ せ 、 前 記 小 パ ネ ル （ １ ０ ｋ ） の Ｃ 字 型 （ １ ６ ） 溝 の 上 壁 （ １ ６ ａ

） と 補 強 部 材 （ １ １ １ ） を 前 記 ボ ル ト （ １ ８ ） に よ り 締 め 付 け る

こ と を 特 徴 と す る 標 識 用 パ ネ ル の 組 立 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

さ ら に 、 前 記 全 体 パ ネ ル （ １ ０ ０ ） を 外 枠 （ １ ４ ） で 覆 う 工 程 を 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 組

立 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 標 識 用 パ ネ ル 及 び そ の 組 立 方 法 に 関 す る 。 標 識 用 パ ネ ル と し て は 、 小 パ ネ ル

を 複 数 枚 組 み 合 わ せ て 構 成 す る 比 較 的 に 大 き な も の （ 例 え ば 屋 外 看 板 、 交 通 標 識 、 等 ） が

対 象 と な る こ と が 多 い が 、 サ イ ズ は 発 明 の 要 素 で は な い 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 小 パ ネ ル を 複 数 枚 組 み 合 わ せ て 構 成 す る 標 識 用 パ ネ ル に 関 す る 従 来 技 術 と し て 、 例 え ば

、 現 場 で 溶 接 に よ り つ な ぎ 合 わ せ る 方 法 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 同 一 寸 法 の 複 数 枚 の 単 位 ボ ー ド を 一 方 向 に 隣 り 合 わ せ て 、 屏 風 畳 み 形 式 の 折 り 畳

み が 可 能 な よ う に 相 互 に 連 結 す る 技 術 も 知 ら れ て い る （ 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 連 結 用 の

金 具 は 「 連 結 用 の シ ー ト 部 材 」 と だ け 記 載 さ れ て い て 、 同 文 献 の 図 面 を 見 て も は っ き り し

な い が 、 蝶 番 の よ う な も の と 想 像 さ れ る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － ２ ６ ４ ２ ９ ３ 号

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 現 場 で 溶 接 作 業 を 行 う の は 、 そ の た め の 設 備 が 必 要 で あ る と 共 に 、 熟 練 者 が 必 要 な た め

、 コ ス ト ダ ウ ン の 障 害 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】

　 屏 風 畳 み 形 式 の 標 識 パ ネ ル は 、 各 パ ネ ル が す べ て 予 め 連 結 さ れ て い て 、 普 通 の 方 法 で は

、 個 別 の 小 パ ネ ル に 分 割 す る こ と は で き な い 。 そ の た め 作 業 員 が 手 で 運 ぶ と き に は 、 一 人

で は 持 ち 運 び が 不 可 能 な 場 合 が 多 い 。 ま た 、 各 パ ネ ル が す べ て 連 結 さ れ て い て 、 普 通 の 方

法 で は 部 分 的 に 取 り 外 す こ と が で き な い た め 、 全 体 の サ イ ズ 調 節 も 困 難 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 個 別 の 小 パ ネ ル は 予 め 連 結 さ れ て い な い の で 、 一 人 で も 持 ち 運 び が で き 、 当

然 サ イ ズ 調 節 も 可 能 で あ り 、 な お か つ 、 組 み 立 て る と き に も 特 別 な 器 具 や 道 具 を 必 要 と し

な い よ う な 、 標 識 用 パ ネ ル 及 び そ の 組 立 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 標 識 用 パ ネ ル は 、 複 数 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ａ ～ １ ０ ｋ ） を 上 下 又 は 左 右 の 一 方

向 に 組 み 合 わ せ て 構 成 す る 標 識 用 パ ネ ル で あ っ て 、 各 パ ネ ル は 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と

裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） を 有 し 、 前 記 小 パ ネ ル は 上 下 又 は 左 右 端 部 に 設 け た 上 下 一 対 の 接

続 部 （ １ ２ ， １ ３ ） を 有 す る 複 数 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ａ ～ １ ０ ｊ ） と 、 前 記 上 下 一 対 の 接

続 部 に 加 え て さ ら に 長 手 方 向 に 伸 び る 断 面 Ｃ 字 型 の 溝 （ １ ６ ） を 有 す る 少 な く と も ２ 枚 の

小 パ ネ ル （ １ ０ ｋ ） を 使 用 し 、 前 記 上 側 接 続 部 （ １ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ）

か ら 数 え て 、 第 １ 突 起 （ １ ２ １ ） 、 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） 、 第 ３ 突 起 （ １ ２ ３ ） の ３ つ の 突

起 が 立 ち 上 が っ て お り 、 前 記 第 １ 突 起 （ １ ２ １ ） は 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） の 延 長 で

あ り 、 先 端 部 に お い て 内 側 に 湾 曲 し て い る 第 １ 湾 曲 部 （ １ ２ ４ ） 及 び 内 側 に 伸 び る 爪 部 （

１ ２ ５ ） を 有 し 、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と 前 記 裏 面 側

パ ネ ル （ １ ０ ２ ） に 接 続 し た ２ 本 の 脚 部 （ １ ２ ６ ， １ ２ ７ ） を 有 し 、 全 体 の 断 面 形 状 は 漢

字 の 「 人 」 の よ う で あ り 、 こ の 漢 字 の 第 １ 画 に 当 た る 曲 線 が こ の 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） を 形

成 し て お り 、 前 記 第 ３ 突 起 （ １ ２ ３ ） は 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） の 延 長 で あ り 、 先 端

部 に お い て 内 側 に 湾 曲 し た 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ）

と 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） の 間 で 深 い 第 １ 溝 （ １ ２ ９ ） を 形 成 し て お り 、 　 前 記 下 側 接

続 部 （ １ ３ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） か ら 数 え て 、 第 ４ 突 起 （ １ ３ １ ） 、 第 ５ 突

起 （ １ ３ ２ ） 、 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） 、 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） の ４ つ の 突 起 が 立 ち 上 が っ て お

り 、 前 記 第 ４ 突 起 （ １ ３ １ ） は 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） の 末 端 に あ る 小 さ な 突 起 で あ

り 、 前 記 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０

２ ） の 間 を 連 結 す る 底 面 （ １ ３ ５ ） か ら ほ ぼ 垂 直 に 突 出 し て お り 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３

） は 、 前 記 底 面 （ １ ３ ５ ） か ら 湾 曲 し な が ら 突 出 し 、 途 中 に 前 記 第 ７ 突 起 側 に 向 い た 爪 部

（ １ ３ ６ ） を 有 し て お り 、 前 記 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） は 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） の 末 端

に あ る 小 さ な 突 起 で あ り 、 先 端 は 平 坦 面 （ １ ３ ７ ） と な っ て お り 、 前 記 第 ４ 突 起 （ １ ３ １

） と 前 記 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） の 間 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） と 前 記 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） の

間 に そ れ ぞ れ 第 ２ 溝 （ １ ３ ８ ） 、 第 ３ 溝 （ １ ３ ９ ） が 形 成 さ れ て お り 、 　 前 記 上 側 接 続 部

（ １ ２ ） と 前 記 下 側 接 続 部 （ １ ３ ） を 接 続 す る と き 、 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 前 記 第

３ 溝 （ １ ３ ９ ） に 差 し 込 み 、 前 記 第 ３ 突 起 （ １ ３ ４ ） と 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 接 触

さ せ 、 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 前 記 爪 部 （ １ ３ ６ ） と 接 触 さ せ 、 こ こ を 支 点 と し て 小

パ ネ ル を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） を 前 記 第 １ 溝 （ １ ２ ９ ） に 入 れ

、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ３ ２ ） を 前 記 爪 部 （ １ ２ ５ ） と 接 触 さ せ 、 最 終 的 に 、 前 記 第 ２ 溝 （ １

３ ８ ） に 前 記 第 １ 湾 曲 部 （ １ ２ ４ ） を 入 れ る こ と に よ り 、 前 記 突 起 部 （ １ ２ １ ～ １ ２ ８ ，

１ ３ １ ～ １ ３ ７ ） 及 び 前 記 溝 部 （ １ ２ ９ ， １ ３ ８ ， １ ３ ９ ） を 嵌 合 さ せ て 前 記 各 小 パ ネ ル

同 士 を 連 結 さ せ 、 さ ら に 、 全 体 の パ ネ ル （ １ ０ ０ ） の 裏 面 に お い て 、 補 強 部 材 （ １ １ １ ）

で 補 強 す る と 共 に 、 前 記 補 強 部 材 （ １ １ １ ） の 下 部 （ １ １ １ ａ ） と 全 体 パ ネ ル （ １ ０ ０ ）

と を ボ ル ト 孔 付 き の 押 さ え 金 具 （ １ ７ ） で 押 さ え 、 前 記 ボ ル ト 孔 に ボ ル ト （ １ ８ ） を 挿 通

さ せ 、 前 記 小 パ ネ ル （ １ ０ ｋ ） の 前 記 Ｃ 字 型 溝 （ １ ６ ） の 上 壁 （ １ ６ ａ ） と 補 強 部 材 （ １

１ １ ） を 前 記 ボ ル ト （ １ ８ ） に よ り 締 め 付 け る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】
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本 発 明 の 標 識 用 パ ネ ル の 組 立 方 法 は 、 複 数 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ａ ～ １ ０ ｋ ） を 上 下 又 は 左

右 の 一 方 向 に 組 み 合 わ せ て 構 成 す る 標 識 用 パ ネ ル の 組 立 方 法 で あ っ て 、

上 下 又 は 左 右 端 部 に 設 け た 一 対 の 接 続 部 （ １ ２ ， １ ３ ） を 有 す る 複 数 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０

ａ ～ １ ０ ｊ ） と 、 前 記 一 対 の 接 続 部 に 加 え て さ ら に 長 手 方 向 に 伸 び る 断 面 Ｃ 字 型 の 溝 （ １

６ ） を 有 す る 少 な く と も ２ 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ｋ ） 各 パ ネ ル は 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と

裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） を 有 し 、 前 記 小 パ ネ ル は 上 下 又 は 左 右 端 部 に 設 け た 上 下 一 対 の 接

続 部 （ １ ２ ， １ ３ ） を 有 す る 複 数 枚 の 小 パ ネ ル （ １ ０ ａ ～ １ ０ ｊ ） と 、 前 記 上 下 一 対 の 接

続 部 に 加 え て さ ら に 長 手 方 向 に 伸 び る 断 面 Ｃ 字 型 の 溝 （ １ ６ ） を 有 す る 少 な く と も ２ 枚 の

小 パ ネ ル （ １ ０ ｋ ） を 使 用 し 、 前 記 上 側 接 続 部 （ １ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ）

か ら 数 え て 、 第 １ 突 起 （ １ ２ １ ） 、 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） 、 第 ３ 突 起 （ １ ２ ３ ） の ３ つ の 突

起 が 立 ち 上 が っ て お り 、 前 記 第 １ 突 起 （ １ ２ １ ） は 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） の 延 長 で

あ り 、 先 端 部 に お い て 内 側 に 湾 曲 し て い る 第 １ 湾 曲 部 （ １ ２ ４ ） 及 び 内 側 に 伸 び る 爪 部 （

１ ２ ５ ） を 有 し 、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と 前 記 裏 面 側

パ ネ ル （ １ ０ ２ ） に 接 続 し た ２ 本 の 脚 部 （ １ ２ ６ ， １ ２ ７ ） を 有 し 、 全 体 の 断 面 形 状 は 漢

字 の 「 人 」 の よ う で あ り 、 こ の 漢 字 の 第 １ 画 に 当 た る 曲 線 が こ の 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ） を 形

成 し て お り 、 前 記 第 ３ 突 起 （ １ ２ ３ ） は 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） の 延 長 で あ り 、 先 端

部 に お い て 内 側 に 湾 曲 し た 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ２ ２ ）

と 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） の 間 で 深 い 第 １ 溝 （ １ ２ ９ ） を 形 成 し て お り 、 　 前 記 下 側 接

続 部 （ １ ３ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） か ら 数 え て 、 第 ４ 突 起 （ １ ３ １ ） 、 第 ５ 突

起 （ １ ３ ２ ） 、 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） 、 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） の ４ つ の 突 起 が 立 ち 上 が っ て お

り 、 前 記 第 ４ 突 起 （ １ ３ １ ） は 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） の 末 端 に あ る 小 さ な 突 起 で あ

り 、 前 記 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） は 、 前 記 表 面 側 パ ネ ル （ １ ０ １ ） と 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０

２ ） の 間 を 連 結 す る 底 面 （ １ ３ ５ ） か ら ほ ぼ 垂 直 に 突 出 し て お り 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３

） は 、 前 記 底 面 （ １ ３ ５ ） か ら 湾 曲 し な が ら 突 出 し 、 途 中 に 前 記 第 ７ 突 起 側 に 向 い た 爪 部

（ １ ３ ６ ） を 有 し て お り 、 前 記 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） は 前 記 裏 面 側 パ ネ ル （ １ ０ ２ ） の 末 端

に あ る 小 さ な 突 起 で あ り 、 先 端 は 平 坦 面 （ １ ３ ７ ） と な っ て お り 、 前 記 第 ４ 突 起 （ １ ３ １

） と 前 記 第 ５ 突 起 （ １ ３ ２ ） の 間 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） と 前 記 第 ７ 突 起 （ １ ３ ４ ） の

間 に そ れ ぞ れ 第 ２ 溝 （ １ ３ ８ ） 、 第 ３ 溝 （ １ ３ ９ ） が 形 成 さ れ て い る も の を 用 意 す る 工 程

と 、 前 記 上 側 接 続 部 （ １ ２ ） と 前 記 下 側 接 続 部 （ １ ３ ） を 接 続 す る と き 、 前 記 第 ２ 湾 曲 部

（ １ ２ ８ ） を 前 記 第 ３ 溝 （ １ ３ ９ ） に 差 し 込 み 、 前 記 第 ３ 突 起 （ １ ３ ４ ） と 前 記 第 ２ 湾 曲

部 （ １ ２ ８ ） を 接 触 さ せ 、 前 記 第 ２ 湾 曲 部 （ １ ２ ８ ） を 前 記 爪 部 （ １ ３ ６ ） と 接 触 さ せ 、

こ こ を 支 点 と し て 小 パ ネ ル を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 第 ６ 突 起 （ １ ３ ３ ） を 前 記 第 １

溝 （ １ ２ ９ ） に 入 れ 、 前 記 第 ２ 突 起 （ １ ３ ２ ） を 前 記 爪 部 （ １ ２ ５ ） と 接 触 さ せ 、 最 終 的

に 、 前 記 第 ２ 溝 （ １ ３ ８ ） に 前 記 第 １ 湾 曲 部 （ １ ２ ４ ） を 入 れ る こ と に よ り 、 前 記 突 起 部

（ １ ２ １ ～ １ ２ ８ ， １ ３ １ ～ １ ３ ７ ） 及 び 前 記 溝 部 （ １ ２ ９ ， １ ３ ８ ， １ ３ ９ ） を 嵌 合 さ

せ て 前 記 各 小 パ ネ ル 同 士 を 連 結 さ せ る 工 程 と 、 こ の 全 体 パ ネ ル （ １ ０ ０ ） の 裏 面 か ら 補 強

材 （ １ １ １ ） で 補 強 す る 工 程 を 有 し 、 前 記 補 強 材 （ １ １ １ ） で 補 強 す る 工 程 に お い て 、 補

強 部 材 （ １ １ １ ） の 下 部 （ １ １ １ ａ ） と 全 体 パ ネ ル （ １ ０ ０ ） と を ボ ル ト 孔 付 き 押 さ え 金

具 （ １ ７ ） で 押 さ え 、 前 記 ボ ル ト 孔 に ボ ル ト （ １ ８ ） を 挿 通 さ せ 、 前 記 小 パ ネ ル （ １ ０ ｋ

） の Ｃ 字 型 （ １ ６ ） 溝 の 上 壁 （ １ ６ ａ ） と 補 強 部 材 （ １ １ １ ） を 前 記 ボ ル ト （ １ ８ ） に よ

り 締 め 付 け る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 枚 の 小 パ ネ ル を 使 用 す る の で 、 現 場 で 一 人 で も 持 ち 運 び が で き 、

枚 数 を 調 節 す る こ と に よ り 、 サ イ ズ 調 節 も 可 能 で あ る 。 ま た 、 組 立 に は 接 続 部 同 士 を 嵌 合

さ せ る だ け で あ る か ら 、 時 間 も か か ら ず 、 特 別 な 器 具 や 道 具 を 必 要 と し な い 。 作 業 に は 熟

練 を 必 要 と し な い の で 、 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】
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　 小 パ ネ ル を 組 み 合 わ せ る 方 向 は 一 方 向 で あ る が 、 目 的 と す る 全 体 の 標 識 パ ネ ル の 形 状 や

サ イ ズ に 応 じ て 、 上 下 方 向 で あ っ て よ い し 、 左 右 方 向 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 前 記 小 パ ネ ル は 上 下 又 は 左 右 端 部 に 一 対 の 接 続 部 を 有 す る 。 各 接 続 部 は 突 起 部 又 は 溝 部

を 有 す る 。 強 度 を 高 め る た め 、 各 接 続 部 に は そ れ ぞ れ 突 起 部 又 は 溝 部 を ２ ～ ４ 個 設 け 、 嵌

合 箇 所 を 複 数 個 （ た と え ば ２ ～ ３ 個 ） と す る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 全 体 パ ネ ル の 最 上 部 に 位 置 す る 上 部 接 続 部 お よ び 最 下 部 に 位 置 す る 下 部 接 続 部 が 露 出 し

な い よ う に 、 外 枠 で 囲 む の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 各 接 続 部 を 利 用 し た 小 パ ネ ル の 連 結 だ け で は 、 強 度 に 不 安 が あ る と き に は 、 パ ネ ル の 裏

面 か ら 補 強 材 で 補 強 す る こ と が 好 ま し い 。 補 強 材 と し て は 、 た と え ば 、 断 面 Ｔ 字 型 部 材 、

Ｌ 字 型 部 材 及 び Ｈ 字 型 部 材 の い ず れ か を 固 定 部 材 （ ビ ス 、 ね じ 、 リ ベ ッ ト 、 ボ ル ト な ど ）

で 取 り 付 け る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 補 強 部 材 と 全 体 パ ネ ル を 組 み 合 わ せ る 別 法 と し て 、 長 手 方 向 に 断 面 Ｃ 字 型 の 溝 を 設 け た

小 パ ネ ル を 少 な く と も ２ つ 使 用 し て 全 体 パ ネ ル を 構 成 し 、 補 強 部 材 の 下 部 と 全 体 パ ネ ル と

を 押 さ え 金 具 で 押 さ え る こ と も で き る 。 押 さ え 金 具 は ボ ル ト 孔 を 有 し 、 こ の 孔 に ボ ル ト を

挿 通 さ せ 、 第 ２ パ ネ ル の Ｃ 字 型 溝 の 上 壁 を ボ ル ト 頭 部 と ボ ル ト ナ ッ ト に よ り 締 め 付 け る こ

と に よ り 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 補 強 部 材 に 多 数 の 穴 開 け や そ の 数 だ け の ビ ス 止 め を す る

必 要 が な く な り 、 作 業 効 率 が 向 上 す る 。 ま た 、 補 強 部 材 の 固 定 は 、 補 強 部 材 の 下 部 を 押 さ

え る 押 さ え 金 具 と 断 面 Ｃ 字 溝 に 取 り 付 け ら れ る ボ ル ト に よ る の で 、 補 強 部 材 の 設 定 位 置 は

自 由 に 決 め ら れ る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ は 、 交 通 標 識 １ と し て 、 本 発 明 の 標 識 用 パ ネ ル １ ０ を 使 用 し て い る 状 態 の 正 面 図 で

あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ２ は 、 標 識 用 パ ネ ル １ ０ の 正 面 図 （ ａ ） 、 背 面 図 （ ｂ ） 、 側 面 図 （ ｃ ） で あ る 。 正 面

図 、 背 面 図 に お い て 実 線 で 区 切 ら れ て い る の は 個 々 の 小 パ ネ ル １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ，

　 ． ． ． ， １ ０ ｊ で あ る 。 こ の 標 識 は １ ０ 枚 の 小 パ ネ ル を 縦 方 向 に 繋 い で い る こ と が 分 か

る 。 正 面 図 （ ａ ） に 示 す パ ネ ル を 図 １ の よ う な 交 通 標 識 と し て 用 い る と き に は 、 当 然 、 印

刷 さ れ た シ ー ト （ 図 示 せ ず ） で 表 面 を 覆 う の で 、 小 パ ネ ル 同 士 の 境 目 は 正 面 か ら は 見 え な

く な る 。 た だ し 、 境 目 が 見 え て も 構 わ な い と き に は 、 小 パ ネ ル の 上 に 直 接 印 刷 し て も よ い

。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 背 面 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 こ の 標 識 用 パ ネ ル １ ０ の 背 後 に は Ｔ 字 型 の 補 強 材 １ １ が 設

け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ は 、 Ｔ 字 型 の 補 強 材 １ １ の 拡 大 図 で あ る 。 （ ａ ） は 背 面 図 、 （ ｂ ） は 縦 断 面 図 、 （

ｃ ） は 横 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 補 強 材 の Ｔ 字 水 平 部 分 １ １ ａ は 、 ビ ス 、 リ ベ ッ ト 、 ボ ル ト 、

ね じ １ １ ｂ 、 な ど に よ り 、 標 識 用 パ ネ ル １ ０ に 強 固 に 連 結 さ れ て い る 。 補 強 材 の Ｔ 字 垂 直

部 分 １ １ ｃ は 強 度 を 高 め る た め の も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 特 徴 は 、 各 小 パ ネ ル 同 士 の 接 続 方 法 に あ る 。 図 ４ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 各 小

パ ネ ル １ ０ （ ａ ～ ｊ ） は 、 二 重 壁 構 造 に な っ て お り 、 縦 方 向 に つ な が っ て い け る よ う に 上
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下 先 端 に 接 続 部 分 １ ２ （ ａ ， ｂ ， ｃ ． ． ． ） ， １ ３ （ ａ ， ｂ ， ｃ ． ． ． ） が あ る 。 す な わ

ち 、 パ ネ ル １ ０ ａ の 上 側 接 続 部 分 １ ２ ａ は 、 す ぐ 上 に 位 置 す る パ ネ ル １ ０ ｂ の 下 側 接 続 部

分 １ ３ ｂ と 接 続 可 能 で あ る 。 パ ネ ル １ ０ ｊ の 下 側 接 続 部 分 １ ３ ｊ は 、 す ぐ 下 に 位 置 す る パ

ネ ル １ ０ ｉ の 上 側 接 続 部 分 １ ２ ｉ と 接 続 可 能 で あ る 。 そ の ま ま で は 、 全 体 パ ネ ル の 最 上 部

１ ０ ｊ 及 び 最 下 部 １ ０ ａ に お い て 、 上 側 接 続 部 １ ２ ｊ 又 は 下 側 接 続 部 １ ３ ａ が 露 出 す る こ

と に な る が 、 双 方 共 に 断 面 コ 字 型 の 外 枠 １ ４ に よ っ て カ バ ー さ れ る の で 、 露 出 す る こ と は

な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 上 側 接 続 部 １ ２ は 、 表 面 側 パ ネ ル か ら 数 え て 、 第 １ 突 起 １ ２ １ 、 第 ２ 突 起 １ ２ ２ 、 第 ３

突 起 １ ２ ３ の ３ つ の 突 起 が 立 ち 上 が っ て い る 。 第 １ 突 起 １ ２ １ は 表 面 側 パ ネ ル １ ０ １ の 延

長 で あ り 、 先 端 部 に お い て 内 側 に 湾 曲 し て い る 第 １ 湾 曲 部 １ ２ ４ 及 び 内 側 に 伸 び る 爪 部 １

２ ５ を 有 す る 。 第 ２ 突 起 １ ２ ２ は 、 表 面 側 パ ネ ル １ ０ １ と 裏 面 側 パ ネ ル １ ０ ２ に 接 続 し た

２ 本 の 脚 部 １ ２ ６ ， １ ２ ７ を 有 し 、 全 体 の 断 面 形 状 は 漢 字 の 「 人 」 の よ う で あ る 。 こ の 漢

字 の 第 １ 画 に 当 た る 曲 線 が 第 ２ 突 起 １ ２ ２ を 形 成 し て い る 。 第 ３ 突 起 １ ２ ３ は 裏 面 側 パ ネ

ル １ ０ ２ の 延 長 で あ り 、 先 端 部 に お い て 内 側 に 湾 曲 し た 第 ２ 湾 曲 部 １ ２ ８ を 有 す る 。 第 ２

突 起 １ ２ ２ と 第 ２ 湾 曲 部 １ ２ ８ の 間 で 深 い 第 １ 溝 １ ２ ９ を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 下 側 接 続 部 １ ３ は 、 表 面 側 パ ネ ル か ら 数 え て 、 第 ４ 突 起 １ ３ １ 、 第 ５ 突 起 １ ３ ２ 、 第 ６

突 起 １ ３ ３ 、 第 ７ 突 起 １ ３ ４ の ４ つ の 突 起 が 立 ち 上 が っ て い る 。 第 ４ 突 起 １ ３ １ は 表 面 側

パ ネ ル １ ０ １ の 末 端 に あ る 小 さ な 突 起 で あ る 。 第 ５ 突 起 １ ３ ２ は 、 表 面 側 パ ネ ル １ ０ １ と

裏 面 側 パ ネ ル １ ０ ２ の 間 を 連 結 す る 底 面 １ ３ ５ か ら ほ ぼ 垂 直 に 突 出 し て い る 。 第 ６ 突 起 １

３ ３ は 、 底 面 １ ３ ５ か ら 湾 曲 し な が ら 突 出 し 、 途 中 に 第 ７ 突 起 側 に 向 い た 爪 部 １ ３ ６ を 有

し て い る 。 第 ７ 突 起 １ ３ ４ は 裏 面 側 パ ネ ル １ ０ ２ の 末 端 に あ る 小 さ な 突 起 で あ り 、 先 端 は

平 坦 面 １ ３ ７ と な っ て い る 。 第 ４ 突 起 １ ３ １ と 第 ５ 突 起 １ ３ ２ の 間 、 第 ６ 突 起 １ ３ ３ と 第

７ 突 起 １ ３ ４ の 間 に そ れ ぞ れ 第 ２ 溝 １ ３ ８ 、 第 ３ 溝 １ ３ ９ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 上 側 接 続 部 １ ２ と 下 側 接 続 部 １ ３ を 接 続 す る に は 、 補 強 材 １ １ を つ け て い な い 状 態 の 個

別 パ ネ ル を 複 数 枚 用 意 す る 。 続 い て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ 湾 曲 部 １ ２ ８ を 第 ３ 溝 １ ３

９ に 差 し 込 み 、 第 ３ 突 起 １ ３ ４ と 第 ２ 湾 曲 部 １ ２ ８ を 接 触 さ せ る 。 こ の と き 、 第 ２ 湾 曲 部

１ ２ ８ は 爪 部 １ ３ ６ と も 接 触 す る 。 こ こ を 支 点 と し て 矢 印 の 方 向 に 小 パ ネ ル １ ０ を 回 転 さ

せ る （ （ ａ ） 参 照 ） と 、 第 ６ 突 起 １ ３ ３ が 第 １ 溝 １ ２ ９ に 入 る （ （ ｂ ） 参 照 ） 。 第 ２ 突 起

１ ３ ２ が 爪 部 １ ２ ５ と 接 触 し 、 さ ら に 下 降 を 続 け る 。 最 終 的 に 、 第 ２ 溝 １ ３ ８ に 第 １ 湾 曲

部 １ ２ ４ が 入 っ て 連 結 は 完 了 す る （ （ ｃ ） 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 小 パ ネ ル を 複 数 枚 組 み 合 わ せ て 全 体 パ ネ ル １ ０ を 形 成 し た 後 で 、 補 強 材 １ １ を ビ ス な ど

に よ り 固 定 し 、 最 後 に 外 枠 １ ４ を 取 り 付 け て 全 体 パ ネ ル が 完 成 す る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 示 し な い が 、 接 続 部 を 小 パ ネ ル の 上 下 で な く 、 左 右 に 設 け て 、 左 右 方 向 に 小 パ ネ ル を

連 結 さ せ る 。 図 ２ の 標 識 パ ネ ル を ９ ０ 度 右 又 は 左 に 回 転 さ せ た よ う な も の と 理 解 す る こ と

が で き る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ６ ， ７ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 で あ り 、 使 用 す る 小 パ ネ ル 及 び 補 強 部 材 に 特 徴 を 有 す る

。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 第 １ 実 施 例 で は 、 使 用 す る 小 パ ネ ル は １ 種 類 で あ っ た が 、 こ の 第 ３ 実 施 例 で は ２ 種 類 を

使 用 す る 。 そ の う ち の １ つ は 実 施 例 １ で 使 用 す る も の と 同 じ （ 例 え ば 、 図 ４ 参 照 ） で あ り

、 こ れ を 「 第 １ パ ネ ル 」 （ １ ０ ａ ～ １ ０ ｊ ） と 呼 ぶ 。 も う 一 つ は 図 ６ に 断 面 を 示 し た も の

で あ り 、 こ れ を 「 第 ２ パ ネ ル 」 （ １ ０ ｋ ） と 呼 ぶ 。 第 ２ パ ネ ル １ ０ ｋ が 第 １ パ ネ ル と 異 な
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る の は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 パ ネ ル の 中 央 に 断 面 Ｃ 字 型 の 溝 １ ６ が 長 手 方 向 に 伸 び て い る

こ と で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 補 強 部 材 １ １ １ は 、 第 １ 実 施 例 で は Ｔ 字 型 で あ っ た が 、 こ の 第 ３ 実 施 例 で は 、 図 ７ に 示

す よ う に 、 底 部 １ １ １ ａ 、 垂 直 部 １ １ １ ｂ 、 上 部 １ １ １ ｃ か ら な る Ｈ 字 型 で あ る 。 市 販 の

Ｈ 鋼 を 使 用 す る の が 経 済 的 か つ 効 率 的 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 第 １ ， 第 ２ パ ネ ル は 、 例 え ば 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 に 交 互 に 並 べ る 。 Ｈ 鋼

１ １ １ も 上 下 方 向 に 置 き 、 Ｈ 鋼 の 下 部 １ １ １ ａ と 全 体 パ ネ ル １ ０ ０ と を 押 さ え 金 具 １ ７ で

押 さ え る 。 押 さ え 金 具 １ ７ は ボ ル ト 孔 を 有 し 、 こ の 孔 に ボ ル ト １ ８ を 挿 通 さ せ 、 第 ２ パ ネ

ル の Ｃ 字 型 溝 の 上 壁 １ ６ ａ を ボ ル ト 頭 部 １ ８ ａ と ボ ル ト ナ ッ ト １ ８ ｂ に よ り 締 め 付 け 、 固

定 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 示 し な い 変 形 例 と し て 、 補 強 部 材 は 、 Ｈ 字 型 で な く て も Ｔ 字 型 又 は Ｌ 字 型 で も よ い 。

第 １ パ ネ ル １ ０ ａ ～ １ ０ ｊ ， 第 ２ パ ネ ル １ ０ ｋ の 並 べ 方 は 交 互 で な く て も 、 第 ２ パ ネ ル を

第 １ パ ネ ル に 対 し て ２ つ お き 、 ３ つ お き 、 等 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 第 １

パ ネ ル を 使 用 せ ず に 、 第 ２ パ ネ ル １ 種 類 だ け 使 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 ３ 実 施 例 で は 、 第 １ ， 第 ２ 実 施 例 と 異 な り 、 補 強 部 材 や 小 パ ネ ル に 対 し て 多 数 の 穴 開

け や そ の 数 だ け の ビ ス 止 め を す る 必 要 が な く な り 、 作 業 効 率 が 向 上 す る 。 ま た 、 補 強 部 材

の 固 定 は 、 補 強 部 材 の 下 部 を 押 さ え る 押 さ え 金 具 と 断 面 Ｃ 字 溝 に 取 り 付 け ら れ る ボ ル ト に

よ る の で 、 補 強 部 材 の 設 定 位 置 は 自 由 に 決 め ら れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

【 図 １ 】 交 通 標 識 と し て 、 本 発 明 の 標 識 用 パ ネ ル を 使 用 し て い る 状 態 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 標 識 用 パ ネ ル の 正 面 図 （ ａ ） 、 背 面 図 （ ｂ ） 、 側 面 図 （ ｃ ） で あ る 。

【 図 ３ 】 Ｔ 字 型 の 補 強 材 の 拡 大 図 で あ る 。 （ ａ ） は 背 面 図 、 （ ｂ ） は 縦 断 面 図 、 （ ｃ ） は

横 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 標 識 パ ネ ル の 荷 担 部 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 各 パ ネ ル の 接 続 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 第 ２ パ ネ ル の 部 分 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 Ｈ 字 型 の 補 強 材 の 拡 大 図 で あ る 。 （ ａ ） は 背 面 図 、 （ ｂ ） は 縦 断 面 図 、 （ ｃ ） は

横 断 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

１ 　 　 交 通 標 識

１ ０ 　 全 体 パ ネ ル

１ ０ ａ ～ １ ０ ｊ 　 小 パ ネ ル

１ ０ ｋ 　 　 断 面 Ｃ 字 型 の 溝 を 有 す る 小 パ ネ ル

１ ０ １ 　 表 面 側 パ ネ ル

１ ０ ２ 　 裏 面 側 パ ネ ル

１ １ 　 　 補 強 材

１ １ １ 　 　 Ｈ 字 型 補 強 材

１ ２ （ ａ ， ｂ ， ｃ ． ． ． ） 　 　 上 側 接 続 部

１ ３ （ ａ ， ｂ ， ｃ ． ． ． ） 　 　 下 側 接 続 部

１ ４ 　 外 枠

１ ２ １ ～ １ ２ ３ ； １ ３ １ ～ １ ３ ４ 　 突 起 部

１ ２ ９ ， １ ３ ８ ， １ ３ ９ 　 溝 部

１ ６ 　 溝

１ ７ 　 　 押 さ え 金 具
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